
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R４・３・１４ 

石川県立七尾高等学校 

ＳＳＨ推進室 第1２号 

  

 

 

 

 
「電気」 

１年生の自然科学研究Ⅰで「電気」のユニットでコンデンサーの学習を行いました。はじめに 

コンデンサーが電荷を蓄える仕組・用途等を学びました。講義後、厚紙・アルミホイル・ラップ

を用いて、自作のコンデンサーを設計・作成しました。 

自然科学研究Ⅰ（第１学年理数科） 

「北陸の雷」（２月１０日） 

富山県富山市にある、北陸電力㈱雷センター所長の杉本さんによる「雷とは何か－北陸の雷の

特徴」および「雷による社会的影響」のリモートでの講義の受講と、模擬雷実験・雷観測設備の

見学をしました。リモート開催なので動画や写真での見学ですが、動画は七尾高校の先輩が見学

したときの様子であったり、実際に電流によって穴が開いた紙（事前に送付されたもの）に触れ

たりと、刺激の多い内容に生徒たちは、熱心にメモをとり質問をしていました。 

○施設へ行けなかったのは残念でしたが、たくさ

んのスライドで様々な知識を得ることができ

たので、良い経験になりました。動画で放電の

様子を見ることができたのが１番印象に残っ

ています。 

〇石川(金沢)の落雷日数が多く、冬に雷が多いの

は知っていたのですが、夏と冬で雲の高さが違

うということは初めて知りました。雷から自分

だけでなく、電気製品も守れるように生活する

ことが大切だと思いました。 

〇雷が季節によって異なる性質を持っているこ

とがとても面白かった。自分にとって雷は神秘

的なものだと思っているのでもっと謎が解明

されたらいいなと思いました。 

 
「コンデンサー発表」（２月４日） 

自作のコンデンサーを設計・作成し、電気容量が変化する仕組と工夫点について、エレベータ

ー・トーク(エレベーターが目的の階に到着するまでのごく短い時間の中で、自分の言いたいこと

を相手にわかりやすく簡潔に伝える会話術のこと。今回は３０秒)しました。 

 このユニットを通して、コンデンサーの電気容量の式の持つ意味を、イメージとしてつかむこ

とができました。 

１月２３日(日)に、いしかわこども交流センター七尾館で、小

学生を対象に「スーパーサイエンス教室」が行われました。『水

と油の関係』と題した実験を行い、色水と油が分離する様子を

観察しました。最後は洗濯のりを加えてスライムを作りました。 

SSC の高校生が小学生を指導し、スライムの感触を一緒に楽

しみました。 


